
いまから2年ほど前。梶山先生は、いく

ら指導しても糖尿病食に馴染めない人た

ちへの対処法を考えていた。当時でも食

品メーカーが作った冷凍の糖尿病食は販

売されていた。しかし、それらの多くは、患

者の舌を満足させ

ることができなかっ

たという。初めのう

ちはなんとか食べ

ても、結局は長続き

せず、そのうちドロ

ップアウトしてしま

う患者もいた。それ

ならば、医師や管

理栄養士の指導のもと、すでに調理済み

の糖尿病食を宅配したらどうか…梶山先

生はそう考え、病院の食事を専門に作る

ベンチャー企業に声をかけてみたという。

すでに高血圧患者用の減塩食を手がけ

ていたその企業も、いつかは糖尿病食を

手がけてみたいという希望を持っており、

話はとんとん拍子に進み、さっそく宅配用

糖尿病食の開発が開始された（写真）。

「食品交換表や見本を使った指導はどこ

でも行っていますが、それだけでは多くの

患者さんは実感が湧かないようです。や

はり実際に体験し、身を持って分かる、そ

こが大切なのです」

食事指導だけでは血糖値のコントロー

ルが困難な患者も、宅配食を併用するこ

とで管理が驚くほど良くなった。

「5月に開催された日本糖尿病学会で、当

患者さんに推奨している宅配
用糖尿病食
写真提供／はーと&はあと

かじやましずお
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京都府立医科大学助手、1988年明治鍼
灸大学内科学教室教授、1993年京都市
立病院糖尿病・代謝内科部長。2004年よ
り梶山内科クリニック院長。日本糖尿病学
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■図／外来糖尿病栄養指導における糖尿病食配食の効果
（第48回日本糖尿病学会年次集会にて発表、2005年5月）
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クリニックのデータを発表しましたが、来

場者から大きな反響をいただきました」

（図）というように、栄養指導と宅配食を併

用することで患者さんの生活習慣は大き

く是正された。

しかし、問題がないわけでもない。コス

トが高いのである。

「現在1食につき900円ほどコストがかかっ

ていますが、その半分は配送費です。当

クリニックでは1日3食ではなく、ご馳走を

食べることが多い夕食を宅配食に変更す

るように指導していますが、それでも月に

27,000円ほどの出費になります。これを何

とかして1食500円。コンビニエンス・ストア

の弁当と同じぐらいのコストで抑えること

ができれば、宅配用糖尿病食は全国的に

普及すると思っています」

特に初診の患者や食の乱れがちな患

者には効果的で、「１カ月ほど取って味を覚

えたら、後はご自分で作ればよいのです。

仮にまた修正が必要なときには宅配食を

取り、何度も繰り返しながら続けるという

方法が、効果とコストの両面からも良いの

ではないでしょうか」

時間の都合で教育入院がままならな

い場合でも、この宅配用糖尿病食で入

院と同様の効果を上げることもできるだ

ろう。

一方、運動療法については、すでに気

功ウォークを10年ほど前から患者に勧め

てきた実績を持つ。

「ご自分で運動をすることができる患者さ

んなら、気功ウォークを取り入れる必要は

ありませんが、特に運動が好きではないと

いう方の場合、毎日続けることが辛くなる

ケースもあります。そういう時は気功ウォー

クが適しています」

気功の呼吸法を取り入れることで、ゆっ

くりとした動きでも効果的に筋肉を刺激す

ることができる。特に太ももの筋肉を刺激

することがポイントで、通常のランニングや

ジョギングに劣らない効果が得られる。

「糖尿病の患者さんは高齢であったり、整

形外科領域の疾患を持っていたりするこ

とが多いので、気功ウォークでも辛いとい

う場合があるのですね。そのような時は、

わたしが考案した気功スクワット（上コラム）

が適しています」

これなら外に出る必要もなく、毎日わず

か5分間で効果的な運動療法が行える。

「雨の日でも冬の寒い日でも、屋内ででき

ますから長続きします。気功の呼吸法を

身につけるのも、それほど難しくはありま

せん」

実際に気功スクワットを体験してみると、

そのゆっくりとした動きからは想像もできな

いほど汗をかき、身体が温かくなるから不

思議だ。

現在、宅配用糖尿病食は京都と大阪

の一部地域で行われているものの、まだ

本格的に稼動を開始したといえない。し

かし、糖尿病治療の基本である食事につ

いては、厚生労働省なども糖尿病の１次

予防に力を入れ始めたことから、今後より

真剣に検討・議論されていくのは確実で

あろう。そして、医師や管理栄養士などが

後ろ盾となった本物であれば、大きな市

場が期待できるのではないか。梶山先生

が指摘された物流コストにしても、宅配食

を取る人の総数が増えれば、いまよりも効

率的な共同配送ができるだろうし、大衆

薬やトイレタリー製品との共同宅配を活

用していく方法も考えられる。

増え続ける糖尿病患者、さらに進行す

る高齢化社会を背景に、さまざまな分野

で宅配事業の可能性は確実に広がって

おり、とりわけ食の世界は、想像以上に早

い展開を見せるのではないだろうか。

ある程度曲げたら、今度は反対に膝をゆっ
くりと伸ばす。このときも臍の下に気を集中
しながら、空気をゆっくりと吸い込む。

伸
ば
す

息を吐きながらゆっくりと屈伸運動を行う。
このとき、できるだけ唇を細めながら突き出
し臍の下に気を集中させる。

曲
げ
る

内気功と呼ばれる呼吸法を
用いた気功スクワットを、
毎日5分間行うとインスリンの
利用効率を上げることができる。


